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１　現状と問題
（１）全国の養成校での実践について
　教員養成大学や保育者養成校の多くに，ピアノ演奏に関するカリキュラムが存在してお
り，どの学校でも指導方法を工夫している。ピアノ演奏指導に関しての先行論文も数多い。
使用するテキストについて，深見ら（2012）は「様々な教則本が出回っている今日におい
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要　約
　教育学部に入学する学生の中には，ピアノ演奏経験が全くないか，小さい頃に少し習っ
ていただけの人もいる。しかしながら，教職の学生は教員採用試験で，幼保の学生は就職
試験でピアノ演奏（弾き歌い含む）を要求されることがあり，就職後も子どもたちの前で
演奏することになる。この現実に対応すべく，本学「表現技術Ⅰ（音楽）」において，ピ
アノの演奏技能を育成するための個人レッスンを行ってきた。本研究では，本講義内にお
ける「人前でピアノを弾くというレッスンや演奏試験の場面をどのように考えているのか」
について，意識調査を実施した。そのデータをテキストマイニングを用いて分析し，その
結果より音楽教育ならびに教員養成の上での提言をまとめる。
Abstract:
Among the freshmen of our University, there are some who have not or little received the piano 
lessons whatsoever. However, the teacher employment examination often requires the skill of piano 
performance or the piano accompaniment with singing. Even after their appointment, they have to 
perform the piano before their pupils.
In order to cope with this severe reality, the class called “Performative Technique I in Piano”, in 
which private lesson for the individual student is given. This paper is the results of text mining 
based on the questionnaires given to those students, asking how they think and feel about the 
several scenes of playing the piano such as in the lesson or their performance for term end 
examination in front of other students. The data will provide the direction of the music education 
and the way of training the teachers.
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ても，相変わらず「バイエル」が多く」１）と，バイエルを使用することが王道となってい
ることを示す。それに対し，木村（2009）は「やはり導入教育には『バイエル』 を宛
がったというその短絡的な姿勢こそが，少なくとも疑問視される必要はあった筈だ」２）と，
導入期におけるバイエル一辺倒の音楽教育に警鐘を鳴らしている。別の視点でみると，奥
（2013）の研究で，入学前教育としてピアノの基礎教材を課題として示し，２月から３月
にかけて入学前レッスンを行うことで，ピアノに対する不安が消え，前向きの意識が芽生
えたという事例も見られる３）。
　これらのように，テキストの選択も含めた教員側の指導方法の工夫については，全国の
養成校で試行錯誤が繰り返されているが，共通しているのは学生のピアノの演奏が上達し，
将来「子どもとの関わりをより豊かにするピアノ技能」４）を習得することを願っている点
である。いずれも，初心者から経験者の多様な学生に対し，数年後にあるピアノ演奏実技
試験（弾き歌いを含む）に対応でき，将来教員や保育者として，ピアノやオルガンを使用
した授業や保育が展開できるようにと願い，日々指導が行われている。
（２）東北福祉大学での指導状況
　本学におけるピアノ演奏については，現在１年次が「表現技術Ⅰ（音楽）」（以下「表現
技術Ⅰ」）でピアノ演奏と楽典の理解，２年次で「表現技術Ⅱ（音楽）」において弾き歌い
となっている。これらの科目は実技形式で，個人レッスンを行っている。かつては３年次
で「音楽」または「音楽演習」という選択科目があり，ここまでの演奏技術の定着という
意味でかなりの需要があったのだが，教育学部になってから惜しまれつつ廃止となった。
　さて，本研究の対象である「表現技術Ⅰ」は，１年生の入学時にガイダンスを実施し，
ピアノの経験などをもとに担当教員および時間割の振り分けを行っている。教育学部教育
学科初等教育専攻幼保コース希望者および総合福祉学部社会福祉学科保育士課程希望者は
必修科目であり，その他の初等教育専攻各コース（小学校系）は選択科目となっている。
このガイダンスにおいて，筆者は選択科目である小学校系学生に対し「東北地方の教員採
用試験ではピアノやオルガンを必ず弾く。ピアノ熟達者（高校まで習っていた人など）の
受講は任意とするが，その他（特に初心者）は極力受講するように」と説明している。
　「表現技術Ⅰ」では「初心者」「初級」「中級」コース別に学習内容が設定されており，
どのコースにするかは原則自己申告制で決まる。テキストは『バイエル』の一部と併用曲
とで構成されている『ピアノレッスン First Study』５）を土台とし，これに本学で指導して
いる教員同士で毎年作成している『副教材』６）を併用して指導にあたっている。それぞれ
のコースには演奏順序があり，ノルマとして「この曲まで演奏できれば，単位を取得する
最低条件に合致する」という楽曲がある。そこまで届かない場合，すべて出席であっても
単位が与えられなくなる。ノルマを早く終わらせた学生は，用意された「併用曲」に入り，
より高度が楽曲を演奏する。オプションとして，旋律と和音記号が書かれた楽曲の伴奏を
付ける，小特コースおよび小幼コースの場合には小学校歌唱共通教材の伴奏を弾くことも
できる。
　演奏試験は後期１回目の中間試験と，後期 15 回目の期末試験の２回行われている。人
前で演奏をする機会が将来役に立つと願い，実施している。さらに，筆記試験が前期と後
期の試験期間中に行われている。楽典などの学びと演奏技術の合致による知識技能の向上
をねらいとしている。
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（３）初心者へ伝わらないもどかしさ
　初心者に限らず，教員側で指導していることを，どうしても学生には理解してもらえな
いことが時としてある。その要素は以下 A 〜 D の通りである。ただ，吹奏楽や合唱経験
者は，普段のサークルで鍛えられていることもあり，これらの要素については正確である
ことが多い。また，「音の高さ」については，五線紙を参照することにより，どの学生も
それなりに理解できている模様である。
A 音の長さ：二分音符以上の音価があるとき，その拍を正確に伸ばせない人が多い。た
いていは短く切ってしまう。音の持続に意識が向いていないことの表れである。
B 調性：調号を見ても，その音の階名が何か考えることが出来ない。書かれた旋律を見
ても，それがメロディーとして脳内で音楽に変換されないのである。
C 主旋律：両手で演奏ができたとしても，その中で主旋律のみを演奏することができな
い。機械的に演奏することにより，どうしても親指の音が大きくなり，聞こえるべき主
旋律が隠れてしまうという現象が発生する。例えば『貴婦人の乗馬』（Ｆ．ブルグミュラー
作曲）などの冒頭部分７）が，まさにこれにあたる。また『きのこ』（まど・みちお作詞，
くらかけ昭二作曲）などの両手伴奏の楽譜８）の場合，ただ弾いているだけで，主旋律
を知らずに歌えない学生がいるほどである。まずは，主旋律の理解をきちんと行う必要
性を感じる。
D テンポ：一定のテンポで弾けない。メトロノームを使用するのだが，そのカウント音
に合わせて演奏することが出来ないのである。結果として，フラフラした演奏になって
しまっている。
　これらについては，「分からない人の気持ちになる」ことが，教員側に求められる。教
員側は多くの抽斗を用いて，様々な角度から指導助言を行っているのだが，翌週のレッス
ンまでに改善されていない学生もおり，なかなか難しい問題である。
（４）練習場所および練習方法の問題
　大学内の練習室には，アップライトピアノ 30 台，電子ピアノが 77 台配備されている。
電子ピアノの場合はヘッドフォンを用いての練習となるが，ここで幾つかの問題がある。
　一つ目は，デモ演奏である。これは電子ピアノ内に内蔵されている音源の中にあり，学
生が練習を行う曲のサンプルも一部入っているが，サンプルの演奏速度が速すぎるため，
学生はそのテンポでしか練習をしなくなるケースが起きる。これと同様に，インターネッ
ト動画サイトにも同様のものがあり，演奏速度が速いものがほとんどである。高橋（2009）
によると，デモ演奏は強弱などのニュアンスをつかむのには有用ではあるが，音源に頼る
ことで読譜を学ぶことに消極的になると，ソルフェージュの技能に影響が出ることを指摘
している９）。指導者としては，まずはゆっくりと片手ずつ練習を開始してほしいのだが，
それを阻む媒体がこのように存在する。
　二つ目は，ヘッドフォンで練習していることによる，外部からの情報の遮断である。練
習室のアップライトピアノで練習をしている場合，防音ではないため隣の部屋の音が漏れ
てくるが，ヘッドフォンだとそれが皆無になる。何故問題かというと，多くの学生が同じ
ような曲を練習しているときに，隣人の演奏情報を参考にすることが出来ないため，演奏
のミスに気づけないのである。例として，明らかにオクターヴを間違っての演奏，臨時記
号を無視しての演奏，強弱を考えずに演奏など，様々なことが起こる。「聴く耳」を養う
ことを自ら断っていることは，演奏能力を伸ばすためには良くないことである。
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　三つ目は，練習の様子を見聞きされたくないという学生の気持ちである。千葉ら（2017）
によると，学生側のもつ抵抗感の意識の一つに「防音設備がなく，かつガラス張りの部屋
の中で外から見える状態の部屋で歌うことの抵抗感」があるとしている 10）。これはピアノ
でも同様といえる。特に大きな窓が開いている個室は，それなりに演奏できる学生しか使
用しなくなる傾向がみられる。また，電子ピアノで練習をする学生は，「アップライトピ
アノだと音が漏れるので，演奏が下手なのがばれる」と話していたことがある。二つ目の
理由と絡んでくるのだが，演奏が下手だから電子ピアノを使用する，これにより音が漏れ
ないが，情報も入らない。そしてレッスン時に間違いを指摘されるが，間違った音で練習
を積み重ねていることから修正が非常に大変，という悪循環に陥ることになる。
いが，情報も入らない。そしてレッスン時に間違いを指摘されるが，間違った音で練習を
積み重ねていることから修正が非常に大変，という悪循環に陥ることになる。 
 これらのことから，効率よく正しい練習を行えるための，意識変革も含めた環境づくり
が急務と言えよう。それと同時に，学生がどのような気持ちで本講義を受講し，ピアノを
演奏しているのかを明らかにする必要がある。 
 
図１ 実際に使用した質問紙（筆者作成） 
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　これらのことから，効率よく正しい練習を行えるための，意識変革も含めた環境づくり
が急務と言えよう。それと同時に，学生がどのような気持ちで本講義を受講し，ピアノを
演奏しているのかを明らかにする必要がある。
（５）研究の目的
　人前でピアノを弾くレッスンや演奏試験の場面に，学生はどのような思いで臨んでいた
のかを明らかにする。その結果を考察し，今後の展望として，音楽教育や教員養成の視点
において，指導のあり方に関する提言を見出すことを目的とする。
２　手続き
（１）研究対象および内容
　「表現技術Ⅰ」履修者に対する記述式の質問紙（図１）を，後期実技試験時に配布した。
この調査は 2016 年１月に実施した。履修生 301 人に対し，演奏ノルマを終え，試験を受
験できた回答者が 225 名であることから，有効回答率は 74.8％である。
　なお，この質問紙は，以下の２点について倫理的な配慮および補足を口頭で行った。
・氏名欄があるが，記名は任意であり，本研究協力を拒否（白紙提出等）しても本講義
の成績に影響がないこと
・結果は個人を特定できないように処理を行った上で公表すること
（２）分析の方法
　それぞれの発問に対し，「テキストマイニング」による分析を行う。テキストマイニン
グについては，三浦ら（2017）11）および千葉ら（2017）12）の論文にて有効性が明らかになっ
ていることから，今回もこの手法を採用することとした。
　実際の方法としては，質問紙法で得られた文字データを，「KH Coder」（Ver.2.00f ）13）を
用いて抽出し，単語および共起回数の出現頻度をまとめる。今回の分析対象の品詞は「名
詞」「サ変名詞」「形容動詞」「副詞可能」「動詞」「形容詞」「副詞」「名詞 C（１文字の名詞）」
の８つとした。出現回数は５回以上，描画数を４５とした。さらに，コーディングは以下
の３種類とした。①言語の統一。「子ども」「子供」は「児童」に，「保育士」は「保育者」
に，「教師」「教諭」は「教員」に統一した。なお「先生」の表記については，文脈から大
学でレッスンを教える先生を指すため，将来自分がなろうと願う「教員」とは別とした。
また「弾く」と「弾ける」についても，ニュアンスが異なることから，今回の論文では統
一せず，別カウントとした。②「思う」「感じる」「分かる（わかる）」「気付く（気づく）」
については，文末表現であることから，マイニングの対象から外した。③強制抽出として，
「人前」「教員採用試験」を抽出した。
　
３　内容
（１）全体の単語の出現頻度
　総抽出単語数は 36,044 であり，前述の通りコーディングを行ったことによる分析対象
単語数は 35,377 であった。品詞を８種類とし，それに強制抽出を加え，出現回数を 10 文
字以上とした結果が表１である。「弾く」350 回，「練習」342 回，「弾ける」341 回，「ピ
アノ」317 回と，ピアノに対する意識の文言が多かった。さらに，その次に多いのが「緊張」
282 回とあり，演奏には緊張が伴うことが見えてきた。また，形容詞をみると「楽しい」
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が 166 回，「難しい」が 145 回となっており，全体的には楽しいほうがやや多いという結
果になっているが，以下の各質問別になると，状況が変わってくる。
　以下に，各質問項目に対する共起状態から分析をしていく。
（２）問１「この授業にはどのような効果があると思いますか。」
　使用頻度の多い言葉は「ピアノ」（123）が最も多く，続いて「技術」（57）「効果」（38）
「将来」（34）と続く。共起回数では「ピアノ－技術」（共起回数 40）が最も多く，続いて「技
術－向上」（同 23），「ピアノ－効果」（同 21）と続く。これらのことから，多くの共起回
数に「ピアノ」の言葉が入っているのが特徴である。その他についても図２を参照するこ
とで，以下のことが言える。
・ピアノの演奏技術の向上。
・教員採用試験に向けて，人前で弾くのに慣れる。
・曲を弾けるように基礎を学ぶ。
・将来，保育者や教員として児童の前で演奏する練習。
（３）問２「ピアノや歌の練習中について，どんなことを感じましたか。」
　使用頻度順に「難しい」（61），「弾ける」（57），「練習」（55），「ピアノ」「弾く」（46）「楽
しい」（23）と続いている。このことから難しいと感じている学生が多いことが分かる。
しかし，共起回数で見ると「弾ける－楽しい」（共起回数 18）が最多であり，「難しい－
弾く」「難しい－ピアノ」（同 17）が続き，「楽しい－難しい」（同 16）のような，相反す
る両方が併記されている共起も見られる。最多である「弾ける－楽しい」の場合，「弾け
ると楽しい」という回答も見られ，逆に「ピアノを弾くことは楽しいがとても難しい」と
いう回答も見られた。これらのことと図３から，以下のようにまとめられる。
・ピアノを弾くのは難しいが，弾けると楽しい。
 総抽出単語数は 36,044 であり，前述の通りコーディングを行ったことによる分析対象単
語数は 35,377 であった。品詞を８種類とし それに強制抽出を加え，出現回数を 10 文字
以上とした結果 表１である。「弾く」350 回 「練習」342 回，「弾ける」341 回，「ピアノ」
317 回と，ピアノに対する意識の文言が多かった。さらに，その次に多いのが「緊張」282
回とあり，演奏には緊張が伴うことが見えてきた。また，形容詞をみると「楽しい」が 166
回，「難しい」が 145 回となっており，全体的には楽しいほうがやや多いという結果になっ
ているが，以下の各質問別になると，状況が変わってくる。 
 以下に，各質問項目に対する共起状態から分析をしていく。 
 
（２）問１「この授業にはどのような効果があると思いますか。」 
 使用頻度の多い言葉は「ピアノ」（123）が最も多く，続いて「技術」（57）「効果」（38）
「将来」（34）と続く。共起回数では「ピアノ-技術」（共起回数 40）が最も多く，続いて
「技術-向上」（同 23），「ピアノ-効果」（同 21）と続く。これらのことから，多くの共
起回数に「ピアノ」の言葉が入っているのが特徴である。その他についても図２を参照す
ることで，以下のことが言える。 
・ ピアノの演奏技術の向上 
・ 教員採用試験に向けて，人前で弾くのに慣れる 
・ 曲を弾けるように基礎を学ぶ 
表１ 質問紙自由記述出現語一覧（出現回数１０回以上） 
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・練習を重ねて自分が上達すると嬉しい。
・初めて楽譜を見て強弱を表現することが難しい。
・初心者には辛い。
（４）問３「レッスン中，どう思いましたか。」
　使用頻度順に「先生」（71），「弾ける」「練習」（41），「自分」（40），「楽しい」（39），「緊
張」（37）と続いた。ここでいう「先生」とは，コーディングのところで述べた通り，レッ
スンを指導する大学教員のことをさす。共起関係では「先生－緊張」「先生－自分」（共起
回数 16）が最多で，以下「先生－弾く」「先生－楽しい」「自分－弾く」（同 14）となって
いる。やはり先生の表記が多いが，先生について「楽しい」「優しい」など，指導者の指
導や人柄から感じるイメージもあげられている。これらのことと図４から，次のようにま
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図３ 問２「ピアノや歌の練習中について，どんなことを感じましたか。」（共起ネットワーク） 
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とめられる。
・先生の指導が楽しい，優しい。
・練習では弾けていたが，みんなの前で弾くことに緊張する。
・先生に丁寧に教えてもらえて良い。
・レッスンを受けることで，他人の演奏を聞く・聴くことができる。
（５）問４「演奏試験中，何を感じましたか。」
　この項目は９月の後期第１回目に行われる中間実技試験と，後期最終回に行われる最終
実技試験との様子を表している。中間実技試験では，簡単な童謡の弾き歌い試験を課して
いる。伴奏譜は自分で弾けるように各自が和音記号にあわせて作成している。また，最終
実技試験では，これまでのレッスンで合格した楽曲１曲と，ハ長調，ト長調，ヘ長調，ニ
表２　演奏試験中の回答における単語使用頻度比較
単語 ９月 １月 主な共起関係語句
緊張 116 97 初めて，人前，演奏，前，9月，楽しい
弾く 78 48 歌う，初めて，難しい，人前，間違える，楽しい，自分
歌う 58 ８ 弾く，難しい ,初めて
練習 15 38 弾ける，ミス，9月，悔しい，自分
弾ける ５ 33 9 月，自分
声 36 ２ 出る
自分 14 20 弾く，練習，弾ける
初めて 33 ０ 緊張，弾く，歌う
不安 18 14 ｎ
演奏 19 12 緊張
人前 18 12 緊張，弾く
難しい 24 ５ 歌う，弾く
９月 ０ 28 緊張，練習，弾ける
ピアノ 14 12 緊張
「ピアノを弾くことは楽しいがとても難しい」という回答も見られた。これらのことと図
３から，以下のようにまとめられる。 
・ ピアノを弾くのは難しいが，弾けると楽しい 
・ 練習を重ねて自分が上達すると嬉しい 
・ 初めて楽譜を見て強弱を表現することが難しい 
・ 初心者には辛い 
 
（４）問３「レッスン中，どう思いましたか。」 
 使用頻度順に「先生」（71），「弾ける」「練習」（41），「自分」（40），「楽しい」（39），「緊
張」（37）と続いた。ここでいう「先生」とは，コーディングのところで述べた通り レッ
スンを指導する大学教員 ことをさす。共起関係では「先生—緊張」「先生—自分」（共起回
数 16）が最多で，以下「先生—弾く」「先生—楽しい」「自分—弾く」（同 14）となっている。
やはり先生の表記が多いが，先生について「楽しい」「優しい」など，指導者の指導や人柄
から感じるイメージもあげられている。これらのことと図４から，次のようにまとめられ
る。 
・ 先生の指導が楽しい，優しい 
・ 練習では弾けていたが，みんなの前で弾くことに緊張する 
・ 先生に丁寧に教えてもらえて良い 
・ レッスンを受けることで，他人の演奏を聞く・聴くことができる 
 
 
図４ 問３「レッスン中，どう思いましたか。」（共起ネットワーク） 
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長調，イ短調の５種類の音階から当日指定された１種類を演奏することになっている。な
お，アンケートは１月実施のため，９月に関しては思い出してもらっての記述であること
を申し添えておく。
　使用頻度について，９月と１月の合計で多い順に表２に示す。「緊張」は９月が 116，
１月が 97 で最多となり，演奏には緊張が伴うことが浮き彫りとなったと同時に，２回目
の実技試験の方が緊張を感じた人が減少しているのが明らかとなった。以下「弾く」「歌う」
「練習」と続いた。その中で，「初めて」が９月に 33 名おり，初心者として人前で演奏す
ることの思いを書いた人がいること，１月の「弾ける」が９月より大幅に増え，逆に「弾
く」が減少しており，「弾く」という事実よりも「弾ける」というポジティブな言葉に変
化してきていることなどが見えてきた。
　共起関係では，９月では「弾く－歌う」（共起回数 44）が最も多く，「緊張－初めて」（同
23），「弾く－初めて」（同 20），「歌う－難しい」（同 19）と続く。また１月では「緊張－
９月」（同 15）が最多であり，９月との演奏比較を書いている人が多いことがわかった。
これらのことから，図５および表２をもとに以下のようにまとめられる。
・９月に比べて，１月はポジティブな要素が増えた。
・ピアノを演奏する意識が高度化してきた。
・９月は自分の演奏に精一杯な様子。
・１月は他の人の演奏への関心が高まり，聴く余裕が出てきている。
・１月は９月より緊張度が低くなっている。
・９月の経験が１月に生かされている。
（６）問５「楽しかったこと，苦労したこと，努力・工夫したことは何ですか。」
　この質問では，「演奏技術習得」という技術面と，「知識理解」という楽典面（「模擬授
業保育等」と質問紙には記載されているが，これは主に「表現技術Ⅱ（音楽）」で使用す
るスキルである）の２種類に分けての記載をさせたのだが，今回は一緒にしたものを提示
する。それにより，技術面と楽典面での記載に関する共起において，どちらが多いのか大
まかな傾向を示せるからである。
・9 月は自分の演奏に精一杯な様子。 
・1 月は他の人の演奏への関心が高まり，聴く余裕が出てきている。 
・1 月は 9 月より緊張度が低くなっている。 
・9 月の経験が 1 月に生かされている。 
 
（６）問５「楽しかったこと，苦労したこと，努力・工夫したことは何ですか。」 
 この質問では，「演奏技術習得」という技術面と，「知識理解」という楽典面（模擬保育
と質問紙には記載されているが，これは主に 表現技術Ⅱ（音楽）」で使用するスキルであ
る）の２種類に分けての記載をさせたのだが，今回は一緒にしたものを提示する。それに
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図５ 問４「演奏試験中，何を感じましたか。」９月（左）と１月（右）の比較（共起ネットワーク） 
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①　楽しかったこと
　出現頻度は「弾ける」（134）「曲」（109）が突出して多い。共起関係ではこれらを組み
合わせた「曲－弾ける」（共起関係 61）が突出している。このことからも，曲が弾けるこ
とを楽しいと感じていることが見える。また，「知る－曲」（同 22）とある通り，知って
いる曲を弾けるようになったことなどが挙げられている。これらのことから，「楽しかっ
たこと」の問いでは，演奏面についての記述が多いことが分かる。以下，図６を参考にま
とめる。
・知っている曲をピアノで弾けると楽しい。
・楽譜が読めるようになると知識が身に付き，演奏曲が増える。
・いろいろな記号の意味を覚えると嬉しい。
・さまざまな演奏表現のあり方を学べる。
②　苦労したこと
　出現頻度は「覚える」（49）「指」（39）「記号」（35）「弾く」（34）「難しい」（33）「大変」
（28）となっている。そして共起関係は「覚える－記号」（共起関係 16）が最も多い。こ
のことは，ト音記号をはじめ，ピアノ演奏上示される様々な記号を理解することを表す。
特に初心者の場合は，覚えることが多くて苦労したことがここから読み取れる。次に多い
のが「覚える－指」（同 12）であった。ここの「指」について KWIC コンコーダンスの機
能を用いて調べると，「指が追いつかない」「指が動かない」など，指が思うように動いて
くれなかったことが分かる。このように，演奏技能面においても苦労したことが窺える。
以下，図７よりまとめる。
・いろいろな記号を覚えるのが大変。
・運指を覚え，指が動くようにするの（指使い）が大変。
・曲を弾けるようになるのが難しい。
・演奏する楽譜を読むことに苦労した。
・練習時間が多くかかり，苦労した。
・9 月は自分の演奏に精一杯な様子。 
・1 月は他の人の演奏への関心が高まり，聴く余裕が出てきている。 
・1 月は 9 月より緊張度が低くなっている。 
・9 月の経験が 1 月に生かされている。 
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と質問紙には記載されているが，これは主に「表現技術Ⅱ（音楽）」で使用するスキルであ
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図５ 問４「演奏試験中，何を感じましたか。」９月（左）と１月（右）の比較（共起ネットワーク） 
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③　努力・工夫をしたこと
　出現頻度は「練習」（125）が突出している。やはり，レッスンに向けて練習を重ねるこ
との必要性が見えてくる。以下「ピアノ」（41）「弾く」（32）「覚える」（28）であった。
共起関係では「家－練習」と「ピアノ－練習」が共起関係 20 と最多であった。本講義は，
毎時間の授業外学習が必須となっているため，上記のほかにも「練習」という単語が共起
回数のランクに多く出てきている。自宅や学校の練習室を活用し，履修者は一生懸命練習
するよう努力したといえる。また，「練習－勉強」（共起関係 10）とあるように，演奏の
練習のほかに，筆記試験の勉強も頑張ったという意見が見られた。このことから，努力・
工夫の面でも，演奏面が主ではあるが，楽典面についても挙っていることが明らかとなっ
た。以下，図８をもとにまとめる。
が「覚える-指」（同 12）であった。ここの「指」について KWIC コンコーダンスの機能を
用いて調べると，「指が追いつかない」「指が動かない」など，指が思うように動いてくれ
なかったことが分かる。このように，演奏技能面においても苦労したことが窺える。以下，
図７よりまとめる。 
・ いろいろな記号を覚えるのが大変。 
・ 運指を覚え，指が動くようにするの（指使い）が大変。 
・ 曲を弾けるようになるのが難しい。 
・ 演奏する楽譜を読むことに苦労した。 
・ 練習時間が多くかかり，苦労した。 
 
③ 努力・工夫をしたこと 
 出現頻度は「練習」（125）が突出している。やはり，レッスンに向けて練習を重ねるこ
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間の授業外学習が必須となっているため，上記のほかにも「練習」という単語が共起回数
のランクに多く出てきている。自宅や学校の練習室を活用し，履修者は一生懸命練習する
よう努力したといえる。また，「練習—勉強」（共起関係 10）とあるように，演奏の練習のほ
かに，筆記試験の勉強も頑張ったという意見が見られた。このことから，努力・工夫の面
でも，演奏面が主ではあるが，楽典面についても挙っていることが明らかとなった。以下，
図８をもとにまとめる。 
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より，技術面と楽典面での記載に関する共起において，どちらが多いのか大まかな傾向を
示せるからである。 
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 出現頻度は「弾ける」（134）「曲」（109）が突出して多い。共起関係ではこれらを組み合
わせた「曲—弾ける」（共起関係 61）が突出している。このことからも，曲が弾けることを
楽しいと感じていることが見える。また，「知る-曲」（同 22）とある通り，知っている曲を
弾けるようになったことなどが挙げられている。これらのことから，「楽しかったこと」の
問いでは，演奏面についての記述が多いことが分かる。以下，図６を参考にまとめる。 
・ 知っている曲をピアノで弾けると楽しい。 
・ 楽譜が読めるようになると知識が身に付き，演奏曲が増える。 
・ いろいろな記号の意味を覚えると嬉しい。 
・ さまざまな演奏表現のあり方を学べる。 
 
② 苦労したこと 
 出現頻度は「覚える」（49）「指」（39）「記号」（35）「弾く」（34）「難しい」（33）「大変」
（28）となっている。そして共起関係は「覚える-記号」（共起関係 16）が最も多い。この
ことは，ト音記号をはじめ，ピアノ演奏上示される様々な記号を理解することを表す。特
に初心者の場合は，覚えることが多くて苦労したことがここから読み取れる。次に多いの
 
図７ 問５②「苦労したこと」（共起ネットワーク） 
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・家や学校の電子ピアノで毎日練習をした。
・強弱や和音の記号を書いて覚えるようにした。
・先生や友達から演奏に関するアドバイスを受けるようにした。
・テスト（筆記試験）前には勉強を頑張った。
（７）問６「このピアノ演奏が，将来どのように生きると思いますか。」
　出現頻度は「児童」（56）「保育」（34）「ピアノ」（28）「弾く」（25）などとなっている。
小学生を表す「児童」と，未就学児に対する「保育」といずれも，将来の子どもたちがい
る現場を意識していることが分かる。共起関係では「児童－前」（共起関係 18）「児童－
楽しい」（同 16）「児童－歌う」（同 14）と，10 以上の共起のものはすべて「児童」との
共起関係となっている。これらのことと図９より，以下のようにまとめる。
・児童の前で堂々と演奏（弾く・歌う）
・児童に楽しい音楽表現を授業で伝える
・教員採用試験に生かしていく
・保育者（幼稚園教諭）の現場で使用する
・ピアノを弾くことで，将来の自分に絶対に役に立つ
４　結果と考察
　以上のテキストマイニングの結果として出た言葉より，「人前」「楽典」「表現」「技術面」
「聴く」「指導者」「演奏経験」のカテゴリーに分類することが出来た。これらのカテゴリー
より４つの要素を抽出し，得られた言葉を用いながら以下に考察する。
（１）「人前」「演奏経験」（人前で弾くこと）
　授業中のレッスン時，みんなの前で弾くことに緊張する（問 3）。しかしながら，9 月の
1 回目の演奏試験よりも 1 月の 2 回目の演奏試験のほうに余裕があり，意識も高度化する
などの効果が見られた（問 4）ことから，数多く人前での演奏をこなしていくことにより
・ 家や学校の電子ピアノで毎日練習をした。 
・ 強弱や和音の記号を書いて覚えるようにした。 
・ 先生 友達から演奏に関するアドバイスを受けるようにした。 
・ テスト（筆記試験）前には勉強を頑張った。 
 
（７）問６「このピアノ演奏が，将来どのように生きると思いますか。」 
 出現頻度は「児童」（56）「保育」（34）「ピアノ」（28）「弾く」（25）などとなっている。
とが分かる。共起関係では「児童—前」（共起関係 18）「児童—楽し
い」（同 16）「児童−歌う」（同 14）と，10 以上の共起のものはすべて「児童」との共起関係
となっている。これらのことと図９より，以下のようにまとめる。 
・ 児童の前で堂々と演奏（弾く・歌う） 
・ 児童に楽しい音楽表現を授業で伝える 
・ 教員採用試験に生かしていく 
・ 保育者（幼稚園教諭）の現場で使用する 
・ ピアノを弾くことで，将来の自分に絶対に役に立つ 
 
４ 結果と考察 
 以上のテキストマイニングの結果として出た言葉より，「人前」「楽典」「表現」「技術面」
「聴く」「指導者」「演奏経験」のカテゴリーに分類することが出来た。これらのカテゴリ
 
図９ 問６「このピアノ演奏が，将来どのように生きると思いますか。」（共起ネットワーク） 
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少しずつ慣れてくるものである。将来の教員採用試験に向けて慣れておき（問 1），就職
後児童や園児の前で堂々と演奏できる（問 6）という意識があることが明らかとなった。
（２）「聴く」（他人の演奏を聴くこと）
　レッスン時に，レッスン室には複数の学生が入るようにしている。レッスン中に同じ部
屋にいることで，他人の演奏を聴いて自らの演奏の間違い等に気付く（問 3）ことができた。
また，試験においても 2 回目のほうが聴く余裕がある（問 4）ということであった。１回
目は余裕が無いため必死だったことが見えてくるが，２回目になると成長してくるもので
ある。他人の演奏を聴く余裕が有ることは，将来教員になったときに児童の歌声を聴いて
正しいか判断できる耳を育てることにもつながるので，とても大切である。
（３）「楽典」「技術面」「表現」（演奏で体得するもの）
　そもそもピアノの演奏で音楽を楽しむためには，簡易な伴奏でもよいので弾けることが
求められる。演奏技術を身につけるためには，①音楽に関する知識・情景を理解する力，
②演奏時の対応力，以上２点が必要である。
　まず①について，特に初心者において， や などの強弱記号を表現することは難し
い（問 2）。もちろんこれを素直に付けて演奏をしてくる学生もいるが，それは機械的に
演奏しただけであり，「なぜこの部分が なのか？」を考える心の余裕がないのが現状で
ある。楽典面では，いろいろな記号を覚えるのが大変である（問 5 ②）が，強弱や和音の
記号や記号の意味を覚えるように努力をする（問 5 ①③）と，演奏に反映されていくもの
である。これらのことから，楽典の知識がつくことで演奏方法が分かり，練習して演奏で
きることで初めて情景をイメージできるようになっていくという，認識の段階のあること
が明らかとなった。
　次に②について，教育現場において，周りで子どもがピアノに負けない声で歌っても演
奏に集中し，ピアノを多少間違えたとしても物怖じせずにすぐ演奏を回復し，子どもたち
の歌唱を止めずに継続する。このような対応力が必要である。このことは初心者には辛い
と思われ、楽譜を読むことに苦労もするし，練習時間が多くかかる（問 5 ②）。しかしな
がら、楽譜が読めるようになると演奏曲が増えていき（問 5 ①），自分が上達すると嬉し
いし，弾けるようになると楽しくなってくる（問 2）。これらのことから，長い目をもっ
て学ぶ姿勢が大切であると言えよう。
（４）「指導者」（レッスンでの関わり）
　やはり，指導者（先生）のレッスンも重要な要素である。レッスンの指導者に丁寧に教
えてもらえる（問 3）と，演奏技術や表現の方法が身につき，中級者向けにおいても，指
導者による演奏に関するアドバイス（問 5 ③）は有効である，ということが明らかとなっ
た。指導者の指導が楽しかったり優しかったりするとよいという考えもあった（問 3）が，
これについては提言で述べることとする。
５　展望
　以上の考察から，「表現技術Ⅰ」におけるピアノ演奏に関して，指導者側の専門性と教
員養成，さらには現場の音楽教育での必要事項を踏まえた上で，下記の６点を提言として
示す。その上で，指導者として今後の課題をまとめていく。
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A　提言
（１）なぜ弾くのかを明確にする
　将来子どもたちに教える立場になるという意識は，問６のまとめから明らかである。冒
頭で述べたように，小学校・特別支援学校教員採用試験や幼稚園の採用試験等において，
ピアノの演奏は欠かせない。それに向けての対策という意味もあるのだが，その先の長い
教員生活に向けてあらゆる曲が演奏できるようになるための基礎体力をつけるために，本
講義があると考えるのが望ましい。
　では，なぜ教師が弾くのか。それについては，児童や幼児とともに楽しむ，つい口ずさ
みたくなるなど，まさに「生活に音楽を」が身につき，将来現場に立ったときに教員や保
育者としてそれが自然にあふれ出るようになると良いと考えるからである。もちろん，歌
唱教材の CD を流し，それに合わせて教師と児童が一緒に歌うことも，教育上必要ではあ
る。だが，学校音楽教育において，教師による生演奏でのピアノ伴奏だと，児童の気分に
よってテンポや調性などを変え，途中から歌い始めることも可能など，教育効果が高く効
率が良いことも事実である。このことを認識し，将来のことを意識しながら演奏の練習を
行うべきである。
（２）聴いてもらうという意識をもつ
　人前でピアノを弾く目的については大きく二つの考え方に分かれ，「趣味で弾く」とい
う場合と「人に伝えるために弾く」という場合がある。両者では考え方に多大な差がある。
本研究の対象学生の場合，将来の就職を踏まえ，後者に当てはまるものと考えられる。し
かしながら，本講義の演奏試験では自分の演奏を聴いている他人が同室にいるのに，その
ような意識が希薄に感じる。すなわち，学生は演奏試験において，自分がピアノを弾くこ
とを目的にしているが，誰かに聴いてもらう為に弾いている意識が薄いのである。試験で
お辞儀をするのも「今まで練習してきた成果を聴いてください。」「聴いてくれてありがと
う。」という意味と考えられ、聴いてもらっているという意識から生ずるものである。実
際に，学級の子どもたちが教員のピアノの演奏を聴き，それに合わせて歌っているという
意識を，今のうちに持たせるべきである。
（３）音取りのスモールステップ
　問２において，「練習を重ねて自分が上達すると嬉しい」というまとめが見いだされて
いる。上達するためには，練習の段階で効率の良い音取りが必要である。ましてや，演奏
経験の全くない初心者が１年間で『ドレミの歌』（R. ロジャーズ作曲）を弾けるようにす
るためには，まさに時間や効率との戦いでもある14）。
　音取りの方法の一例として，筆者は初心者向けに，次のようなステップを推奨すること
がある。
①　まず右手を正しい運指で弾く。
②　その後左手を正しい運指で弾く。
③　次に右手の主旋律を階名（固定ド）歌いながら右手を弾く。
④　その後，左手を弾きながら右手を階名で歌う。そうすると両手で弾くにあたって
の抵抗が減る。
⑤　さらに，③④を指定のテンポより速く片手ずつ弾き歌い出来るようにする。
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⑥　かなりゆっくりなテンポで両手に挑戦する。この時はもう歌わなくても良いが，
癖になっているならば歌いながらでも構わない。
⑦　徐々にスピードアップをする。
　筆者はこれで，これまでに何人もの学生を演奏できるようにしてきた。鈴木（2017）の
実践でも，順序が多少異なるものの「歌う」という行程が含まれており，「歌う」行為が
有効であることが分かる 15）。これとは別に，担当している非常勤講師の中には，「１と２と」
というように拍を言いながら弾かせることを徹底している実践もあり，これは拍感を醸成
するには有効な手段である。このように様々な方法が考えられるので，楽曲の特質に応じ
た個人練習の方法を指導していくことが求められる。
　また，表情付けに関しても，練習中に課題がある。練習中，学生は両手で機械的に演奏
できてから強弱などの表情をつけようとするが，これではすでに運指や指の力などが固
まっており，すぐに対応することは不可能である。料理に下味を付けるように，早い段階
で表情付けを行うのが肝要である。具体的には，個人練習における上記①〜⑥の段階で，
常に表情を意識した演奏をすることが求められる。中には正しい音で弾くなど技術面を済
ませてから表情をつけようとする学生もいるが，⑦の段階では遅いのである。将来小学校
や幼稚園において，鍵盤ハーモニカを用いて片手での演奏の手本を披露することになるで
あろうことから，運指等を含めた正しい演奏技術を身につけたいものである。
（４）音楽を止めない技術
　技術面では，テンポ，運指，アーティキュレーションの処理など，様々なテクニックが
ある。だが，まず初心者はリハビリのように，ピアノ演奏の指や腕の動きに慣れさせるこ
とが肝心である。様々な初歩的な楽曲を演奏し，指が慣れていくにつれて，上記テクニッ
クを少しずつ，経験を通して身につけていくものである。
　そして演奏経験が増えることにより，演奏を間違えても歌声を止めずに，伴奏を合わせ
ることが出来るようになる。本稿４（３）と関連して，筆者はある学校の教育実習の巡回
指導において，実習生のピアノが演奏を間違えて止めると，子どもたちも歌が止まってし
まい，実習生がおもむろに途中から弾き始めると子どもたちもそこから歌い始めるといっ
た実態を目撃している。これでは音楽が止まり，歌の面白さが消えてしまう。このような
事態にならないように，間違えても片手だけでも弾き続け，子どもたちの歌っている音楽
を止めてはならない。もしも難しい場合は，ピアノの演奏する音を間引きし，低音１音と
主旋律のみでもはじめは構わないし，それも困難な場合ははじめの音だけ鍵盤楽器で示し
て，アカペラで歌ってもよいのである。とにかく歌声を教師側の演奏技術のせいで止めて
はならない。
　例えば本講義の初心者・初級コースの学生が『ドレミの歌』を演奏する際には，周りの
学生が日本語の歌詞（ペギー葉山訳詞）で一緒に歌うよう指導している。それは，ピアノ
演奏が止まると歌がつまずいてしまい，音楽として成立しなくなるということを，身をもっ
て体験してもらうために設定しているのである。これらは教員として重要な対応力であり，
演奏技術である。
（５）伝わる演奏方法を身につける
　ところで，歌には歌詞があるため，言葉でニュアンスが伝えられる。しかし，ピアノの
場合はそれがないため，演奏上で色調を変える必要があり，そのための手段が強弱やアク
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セント，スラーやスタッカートなどの使用となる。またテンポを変えて弾くと，雰囲気に
変化が出てくる。一方，楽譜を変えることにはなるが，同じ曲の調性を変えて弾く，例え
ば長調を短調で演奏するだけで明るさが変わる。さらにはオクターヴを変えると，イメー
ジにも変化が起きる。ピアノの演奏により情景を伝える場合，演奏家はこれらのように演
奏の工夫をしている。このような工夫を行うことは，音楽の知識があるからこそできるも
のである。
　一方，演奏表現に関し，最近の演奏は「情景や場面の想像」よりも「技術的に弾く」こ
とのほうが高いウェイトを占める傾向にある。これはこれまでの「表現技術Ⅰ」などの演
奏試験をみて，担当教員同士で感じていることであり，由由しき問題である。例えば，国
語や絵本の読み聞かせのとき，学生は情景や場面を想像し，感情を移入して読むことがで
きている。だが，音楽だとそうはいかず，「情景や場面を想像」する力が演奏技術と接続
されていないことが多い。一般的に演奏の評価には「技術点」と「表現点」があり，特に
後者においては自己中心的な解釈では高得点をとるのは不可能である。観客にどのように
伝わるかで評価が決まるのであるという意識を持たせる必要がある。音楽でも感情を込め
られるように，技術一辺倒にならぬよう，表現面と技術面とを並行して学ぶ必要がある。
　そのための背景として，楽典の知識の重要性が挙げられる。その楽曲の調性は何か，テ
ンポは何か，発想標語の意味は何でどのように演奏すればよいかなど，楽譜に書かれてい
る情報を大事にし，初心者のうちは可能な範囲で従ってみる。「可能な範囲」というのは，
テンポ設定に関して初心者には厳しいことがよくあり，全てに従うのは実質不可能だから
である。演奏に結びつかなかったとしても，楽典の知識は小学校において部分的に実際に
指導することになるため，本講義内で覚えておくべきである。
（６）素直な心でレッスンを受ける
　問３において，「指導者（先生）の指導が楽しい，優しい」というまとめが見いだされ
ている。本講義は指導教員を割り当てているので，１年生の学生は教員を選べない（２年
以上は教員を選択できる）。教員は同一シラバスで進めてはいるものの，どうしても人間
性が出てくる。
　ここで，仮に「優しい先生」と巡り合ったとする。この「優しい」も，学生の考え方に
よって変わってくるものである。指導教員が一つのことを言って，学生がどのくらい理解
し，実行できるか。指導教員のレッスンを「楽しい」「優しい」と感じるかは，学生の吸
収力にかかっているのである。
　次に，日頃レッスンしている状況から言えることとして，伸びる人の特徴として，「素
直さ」があげられる。教員側の指導をそのまま再現できる学生は，吸い取り紙のように教
員の指導を吸収して伸びていく。
　反対に伸びない学生の特徴として①レッスン中に他人の演奏やそれに対する教員の指導
を聞いていない人，②自己流の人，以上２点があげられる。①については，同室にいる別
の学生に同じ楽曲を指導するときに，共通の注意事項があるにもかかわらず，それを他人
事のように無視し，メモをせずにいる状況のことである。そして，そういった学生は，自
分のレッスン時に教員が「さっき言ったことだけど」と言っても通じない状態である。こ
れではこの学生は成長しない。②については，他からの余計な情報，例えばピアノ演奏曲
のインターネット動画サイトでの両手の演奏を参考にして，いきなり動画サイトのテンポ
のまま両手で演奏しようとする。こういう学生の特徴として，片手で弾くよう指導者が指
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示をしても演奏できなかったり，曲の途中から演奏を始めることができなかったりする傾
向がある。これでは伸びるものも伸びなくなるどころか，誤った方向へ伸びる可能性すら
ある。学生は，事前に誤った情報を入手することなく，レッスン中に指導者に対して「素
直さ」を出していけるかが勝負となる。
　そもそも，レッスンは直されるのではなく，教員に聴いて貰っているのである。教員は
学生に「もっとこうしたら良いよ。」とアドバイスをしているので，それを素直に受け入
れることが大切である。「自分はこうしたい」という思いを持つ学生もいるが，それにつ
いては，まず指導を受けた内容を再現する能力が必要であり，それが出来た後でも十分間
に合う。いわば，料理の初心者が最初から創作料理を作れないのと同様である。美味しい
かどうか味が分かる「味覚」を育てるためには，その土台として素直な心が必要である。
B　今後の課題
（１）ニュアンスの伝え方　
　学生に対するニュアンスの伝え方が，指導側の課題である。例として，次のような事例
がある。
　学生のある楽曲の演奏を聴いて，演奏の感想を「泥だらけ」と言いたいと思った。しか
し「泥」は失礼かと思い「泡だらけ」と言うようにした。
　これは，本学のピアノ教員の打ち合わせで出た発言である。この場合，どちらの言い方
をしても，学生には伝わりにくい。これらの言葉では，学生自身が演奏できていないこと
を自覚させることが出来ないのである。しかしながら，はっきり駄目なことを伝えると，
学生とのトラブルの原因にもなりかねない。対策としては，教員側で手本の演奏と今の学
生の演奏の模倣を示し，こういう違いがあるということを実際に聴かせると，多少理解で
きるようになる。言語化だけがすべてではないことが，技能教科の特徴でもある。
（２）楽典的な知識の浸透
　楽典を覚えるために，教材について様々な工夫や改良をしていく必要がある。例えば，
子どもが算数かけ算の九九を歌にして覚えるような感じで，オリジナルソングを作成し，
音を使って脳内に染み込ませる方法が考えられる。例えば，『ドレミの歌』を使用しての
ドイツ音名の修得などが挙げられる。また、４小節の短い旋律を作る活動として、小節ご
とに旋律を６種類作成し、どれを選ぶかをサイコロでセレクトして偶然発生した音楽を楽
しむなど、演奏を通して和音の機能を楽しみながら確かめるなども考えられよう 16）。これ
らのように、現代の若者に入りやすくするために，ゲーム感覚で身につけることも視野に
入れていきたい。
（３）QR コードの活用
　事前に演奏の情報を聴きたいという思いは強い。本稿１（４）と関連して，電子ピアノ
のデモ演奏は，演奏のテンポが速く，初心者には向かない。もちろんテンポの設定は行え
るのだが，操作が複雑であり，また楽器の前にいないと聴くことができないため，不便で
ある。そこで，担当教員がゆっくりとした演奏や片手演奏などを収録し，演奏した楽譜に
QR コードをつける。学生はスマートフォンで QR コードを読み込み，我々の演奏のサイ
トにアクセスできるようにする。このようなことができるように準備をしていきたい。
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（４）「負」の意見への反映
　今回の質問紙は，後期実技試験時に配布している。後期実技試験は，ノルマが終了した
学生のみ受験資格があるため，ここまでの間に約２割強の学生があきらめるなどして単位
を落としている。そのため，そういう人の意見が含まれていない。今後は早い段階で調査
を行い，レッスンについていくのが大変だと感じている学生や，進路変更を考えている学
生にも反映できるような時期に実施し，今回の結果と対比していくことも視野に入れてい
きたい。
　「表現技術Ⅰ（音楽）」は，練習をしてレッスンで学んだことを体得し，自分に身につい
た能力を将来的にあらゆる楽曲の演奏に応用できる講義である。そのことを肝に銘じつつ，
今後も指導にあたりたいと考える。
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